






 

講評 

例年通り、大問は５つです。また、今年も原子原子核の出題ありでした。全体に計算量も多いですが、考え方も難し

いものが多く、各大問を解き切るというよりも、少しずつ時計を見ながらできる問題を探していくという印象です。 

[問１]解き易い。（２）、（３）では条件が曖昧ですが、そこを飛ばしても最後まで進めそうです。 

[問２]問１同様に解き易い。（５）図２より衝突後、A は左方へ進むと判断します。ここも、最後まで進めそう。た

だ、棒 B の存在が気になった受験生も多いのではないでしょうか。 

[問３]前半は振動数公式を多用します。（４）からは計算量が多く、一旦飛ばして次の大問に進むべきと思われます。 

[問４]難しく、不慣れなため意図が読み取りにくい。（１）はできそうですが、（２）以降は仕事の符号、熱の扱い等、

短時間にこなすのは難しいのではないかと思われます。 

[問５]（４）まで解けたら良いです。ただし、運動量保存則におけるベクトル図に慣れている受験生は綺麗に完答し

たと思われます。 

以上を踏まえて、合格には小問 33 問中 20 問程度、およそ正答率 60%が必要かと思われます。 


